
平成１８年度当初予算(案)主要事業説明
一　般　会　計

（０３）民　生　費 （単位：千円)

18年度 17年度

予算額 予算額

認知症高齢者等で、助成を受けなければ、成年後見制

度の利用が困難な人に、市長が代理で行う申立経費

成 年 後 見 制 度及び後見人等報酬について助成する。

利 用 支 援 事 業 637 973 社会福祉課

・成年後見制度審判開始申立経費　　　　301千円

・低所得者に対する後見人等報酬助成金　336千円

ボランティアの発掘・育成を図るため、入門講座や

福祉ボランティア体験事業及び情報の提供、普及

ボランティア活動啓発を行う。

促 進 事 業・ボランティア活動啓発事業　　　　　3,772千円 4,587 5,060 社会福祉課

・ボランティア情報提供事業　 　       511千円

・夏休みボランティア体験事業　　　　　304千円

地域住民の自主的な福祉活動への助成や、市社会

福祉協議会が実施している心配ごと相談事業に

保健・医療・福祉助成する。

ネットワーク事業 ･地域ぐるみ福祉活動推進事業　10,295千円 14,180 18,064 社会福祉課

･心配ごと相談事業　　　　　　 3,885千円

地域福祉について、地域住民、民間、行政のそれぞれ

地 域 福 祉 計 画が果たす役割を地域の特色を生かして方向づけ、総合   

策 定 事 業的に推進するために「富山市地域福祉計画」を策定 4,200 983 社会福祉課

する。

身体障害者の地域における自立を支援するため、身体

障害者グループホームを運営するNPO法人等に対し運

障害者自立支援等営費補助を行う。また、障害者（身体・知的）グルー

推 進 事 業プホームを新たに設置し、家屋等のバリアフリー化を 11,020 12,163 障害福祉課

行うNPO法人等に対し、その整備費用の一部を補助す   

る。

所　管事　業　名 概　　　　　　　　　　　　要



18年度 17年度

予算額 予算額
所　管事　業　名 概　　　　　　　　　　　　要

障害者（児）にホームヘルパーを派遣し、家事、介護

等日常生活の支援を行う。

①心身障害者（児）ホームヘルパー派遣

 　 重度心身障害者（児）を対象にホームヘルパーを

　　派遣する。

障 害 者 （ 児 ）　　　　　　　　　　　　　　　　166,840千円

ホームヘルパー派遣②精神障害者ホームヘルパー派遣 175,365 178,023 障害福祉課

事 業　　日常生活に支障のある精神障害者を対象にホーム

　　ヘルパーを派遣する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　8,196千円

③盲人ガイドヘルパー派遣

　　重度の視覚障害者の外出時にガイドヘルパーを派

　　遣する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　329千円

心身障害者（児）の生活の激励と福祉の増進を図る。

・対象者　身体障害者1～4級

心身障害者（児）　　　  　知的障害者A・B

福 祉 金 支 給 事 業　　　　　障害児 165,380 203,740 障害福祉課

　　　　　精神障害者１・２級

心身障害者の社会参加の促進と自立支援を図るために

心身障害者小規模通小規模通所授産施設の運営に補助金を交付する。 63,000 63,000 障害福祉課

所授産施設運営事業

心身障害者の社会参加の促進や活動意欲の向上を図る

心 身 障 害 者 共 同ため、共同作業所の運営に補助金を交付する。 99,096 90,198 障害福祉課

作業所運営補助事業

在宅の常時特別な介護を要する重度心身障害者等に、

し、その障害による負担の軽減を図るため、特別障害

特別障害者手当等者手当等を支給する。

支 給 事 業・対象者　特別障害者手当　288人 129,756 129,899 障害福祉課

　　　　　障害児福祉手当　185人

　　　　　経過的福祉手当　32人

常時介護を必要とする在宅の重度心身障害者の介護者

重 度 心 身 障 害 者に、介護手当を支給する。 50,169 45,074 障害福祉課

介護手当支給事業・支給月額　　　　10,000円

・支給対象者　　　　 429人

重度心身障害者に医療費を助成し、障害者の保健の向

上と福祉の増進を図る。

重 度 心 身 障 害 者・対象者

医 療 費 助 成 事 業　１～59歳までの身体障害者1・2級及び知的障害者A 408,017 442,084 障害福祉課



18年度 17年度

予算額 予算額
所　管事　業　名 概　　　　　　　　　　　　要

外出の困難な重度心身障害者に福祉タクシー利用券又

は福祉ガソリン給油券を交付して社会参加を図る。

心 身 障 害 者 福 祉・助成額　タクシー券　1,260円/月

タクシー助成事業　　　　　ガソリン券　500円/月 42,916 32,029 障害福祉課

・対象者　身体障害者1・2級（視覚・下肢・体幹・

　　　　　内部）、知的障害者A、精神障害者1級

　

在宅で障害者（児）を介護している家族等の介護者

が、通院などの社会的理由で日中の一時的な介護が

在宅障害者（児）困難になった場合、契約施設で保護する。

デ イ ケ ア 事 業①「富山型デイサービス推進特区」事業 48,142 39,567 障害福祉課

②在宅障害者（児）デイケア事業

身体障害者に、その障害の軽減や除去のために必要な

自立支援医療給付医療の給付を行う。

事 業 42,182 47,604 障害福祉課

障害者（児）に、入浴補助用具や特殊寝台等の日常

生活用具を給付し、在宅での生活の便宜を図る。

日常生活用具給付宜を図る。

事 業・日常生活用具給付費 17,951 18,608 障害福祉課

障害者（児）に補聴器や盲人安全杖、車椅子等の補装

補 装 具 給 付 事 業具を交付・修理する。 137,367 136,761 障害福祉課

ストマ用装具は、自己負担分の1/2を補助する。

身体障害者の地域社会での生活を可能にする身体障害

身 体 障 害 者者デイサービスセンター施設整備に補助し、在宅福祉

デ イ サ ー ビ スの推進を図る。 31,358 65,131 障害福祉課

セ ン タ ー 等

整 備 事 業

身体障害者更生援護施設を利用し、必要な指導や訓

練、保護を受ける身体障害者に支援費を支給して、生

身 体 障 害 者 施 設活の安定と福祉の増進を図る。

支 援 費 支 給 事 業・対象者　延41施設 　202人 565,355 613,823 障害福祉課

在宅の重度身体障害者に短期入所事業を行い、重度

在宅重度身体障害者身体障害者の在宅福祉の向上を図る。 1,923 2,328 障害福祉課

ショートステイ事業

在宅重度身体障害者の住宅をその障害に適応するよう

改善し、日常生活を容易なものとするよう助成する。

在宅重度身体障害者・住宅改善費助成金　54件

住宅改善費助成事業・助成額　所得税非課税世帯　補助限度額750,000円 26,610 31,689 障害福祉課

　　　　　所得税課税世帯　　補助限度額500,000円



18年度 17年度

予算額 予算額
所　管事　業　名 概　　　　　　　　　　　　要

知的障害者援護施設への入所支援により必要な指導や

知的障害者援護施設訓練、保護を行い、知的障害者福祉の増進を図る。 1,174,951 1,215,531 障害福祉課

支 援 費 支 給 事 業・対象者　延83施設、497人

知的障害者通所更生施設で必要な指導や生活訓練等を

行い、知的障害者福祉の増進を図る。

知的障害者通所更生あすなろ

センター運営事業　第１あすなろ　　　　　 　　　　　　80,555千円 129,455 129,291 障害福祉課

　第２あすなろ　　　　　　　　　     48,900千円

在宅の重度知的障害者にデイサービス事業を、また、

介護者の負担軽減を図るため、短期間入所事業を

知 的 障 害 者行い、知的障害者の在宅福祉の向上を図る。

在 宅 福 祉 事 業・知的障害者ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ事業　15,450千円 22,626 36,168 障害福祉課

・知的障害者短期入所事業　 7,176千円

　

入院期間が２年を超える精神障害者に、医療費の一部

を助成し保護者等の負担を軽減する。

精 神 障 害 者・対象者　　　　　２９８人

医 療 費 助 成 事 業・助成額（１人月額上限3,800円） 13,730 14,391 障害福祉課

精神障害者の社会参加の促進や活動意欲の向上を図る

精 神 障 害 者 共 同ため、精神障害者共同作業所に、運営補助金を交付 28,467 28,095 障害福祉課

作業所運営補助事業する。

精神障害者の社会参加の促進と自立支援を図るため、

精神障害者小規模通精神障害者小規模通所授産施設に対し運営費を支援 31,500 31,500 障害福祉課

所授産施設運営事業して精神障害者の福祉増進を図る。

在宅福祉サービスの充実として、精神障害者居宅生活

支援事業（グループホーム、ショートステイ）を実施

精 神 障 害 者 居 宅する施設に対し運営費の補助を行う。

生 活 支 援 事 業・精神障害者地域生活支援事業（グループホーム） 31,957 36,178 障害福祉課

　　　　　　　　　　　　　　31,575千円

・精神障害者短期入所事業（ショートステイ）

　                             382千円

社会復帰に向けた訓練のため共同作業所や授産施設に

通所する精神障害者に通所交通費の一部を助成し、

精神障害者共同作業精神障害者の自立と社会参加を促進する。

所等通所交通費助成・対象者　　　　　１６２人 4,235 5,040 障害福祉課

事 業・助成額　公共交通機関利用　１人月額上限2,000円

　　　　　自家用車利用　　　１人月額上限1,000円



18年度 17年度

予算額 予算額
所　管事　業　名 概　　　　　　　　　　　　要

在宅の重度身体障害者に入浴、給食、介護、送迎等の

サービスを提供する。

身 体 障 害 者・実施施設　・富山市障害者福祉プラザ

デイサービス事業　　　　　　　（委託先　富山市社会福祉事業団） 66,351 70,184 障害福祉課

　　　　　　　  　　　  　　  　２９，５９０千円

　　　　　　・民間事業所 　　   ３６，７６１千円

在宅の障害者に機能訓練・日常生活訓練・ピアカウン

セリング等のサービスを総合的に提供することで、障

害者やその家族の地域における生活を支援、在宅の障

障害者生活支援事業害者の自立と社会参加の促進を図る。 73,586 69,863 障害福祉課

　

・実施施設　富山市障害者福祉プラザ

　　　　　　自立生活支援センター富山

　　　　　　　　　　　（自立体験室含む）

様々なニーズを持つ身体障害者に対してケアマネー

ジャーがサービス計画を立ててその調整を図り、

身体障害者ケアマネ総合的・継続的に公的サービス等を提供することを 900 1,000 障害福祉課

ジ メ ン ト 事 業目的とする。

実施施設　富山市障害者福祉プラザ

本市のこれからの障害者施策の基本的な指針とするた

（ 新 規 事 業 ）め、新たな障害者計画を策定する。

障 害 者 計 画また、障害者自立支援法で市町村に策定が義務づけら 8,300 障害福祉課

策 定 事 業れている障害福祉計画を策定する。

障害者自立支援法施行に伴い、介護給付を希望する障

（ 新 規 事 業 ）害者について、障害程度区分を判定するために、障害

障害程度判定審査会保健福祉の専門家を委員とした審査会を設置し、障害 12,177 障害福祉課

開 催 事 業程度区分の判定等について審査を行う。

障害者自立支援法に市町村事業として位置付けられて

（ 新 規 事 業 ）いる地域生活支援事業として、障害者が地域で自立生

地 域 生 活 ・ 移 行活が営めるよう支援する相談支援体制の強化を図ると 5,904 障害福祉課

支 援 事 業ともに、地域生活への移行を推進する。

満１００歳の誕生日を迎えた方に、祝金を贈呈し、

長寿を祝い、あわせてその福祉の増進を図る。

１ ０ ０ 歳 記 念 品・対象者     ９０人

贈 呈 事 業・支給金額   ５０，０００円 4,661 7,767 長寿福祉課

・祝金　　100,000円から50,000円に減額



18年度 17年度

予算額 予算額
所　管事　業　名 概　　　　　　　　　　　　要

満88歳の方に敬老福祉金を贈呈して敬老の意を表し

あわせてその福祉の増進を図る。

・対象者　　　１，２７１人

敬老福祉金支給事業・支給金額    ５，０００円 6,475 13,426 長寿福祉課

・敬老福祉金　10,000円から5,000円に減額

障害等のある高齢者に対し医療費を助成し、高齢者

老人医療費助成事業保健の向上を図り、高齢者の福祉を推進する。 1,389,650 1,308,133長寿福祉課

介護保険等の利用限度日数を超えた人に「やむを

えない事由」による場合に短期入所生活介護を

提供し、中期間の介護ニーズの確保を図る。

要支援・要介護高齢・入所期間　最長３カ月 28,979 39,498 長寿福祉課

者ミドルステイ事業　　但し、介護保険等の利用限度日数までは介護保険

　　サービスを利用する。

・実施施設　介護老人福祉施設(特別養護老人ホーム)

　　　　　　養護老人ホーム

ひとり暮らし高齢者等に、急病や災害等の緊急時に

緊 急 通 報 装 置迅速に対応するため、緊急通報装置を貸与する。 32,629 36,275 長寿福祉課

設 置 事 業・対象者　　　約５８０人

 

介護保険の要介護認定で「自立」と認定された家に

とじこもりがちな高齢者に民間デイサービス事業者

等において、日常生活動作訓練から趣味活動等の

各種サービスを提供し、要介護状態への進行の防止

と生きがい活動の推進を図る。 29,568 35,828 長寿福祉課

生 き が い 対 応 型・対象者

デイサービス事業　　　概ね６５歳以上のひとり暮らし高齢者等

・利用者負担金　　　１回につき５００円

在宅のひとり暮らし高齢者等に、栄養のバランスの

とれた食事を定期的に提供するとともに、安否確認

を行い、自立と生活の質の確保及び健康保持を図る。

　また、配食サービスを希望する方や食に関する支

援を必要とする方を対象に、心身の状況や置かれて

いる環境等について調査を行う｡

「食」の自立支援・生活援助型食事サービス（毎日型） 38,730 79,466 長寿福祉課

事 業　　月曜日～日曜日　昼食　夕食

・対象者

　　ひとり暮らし高齢者、高齢者世帯

・食事の種類　普通食、高齢者食、治療食

・個人負担　普通食、高齢者食　１食400円

　　　　　　治療食　１食500円

・平成１８年度から配達料について無料から
　１食につき100円の自己負担



18年度 17年度

予算額 予算額
所　管事　業　名 概　　　　　　　　　　　　要

ねたきり・認知症高齢者や身体障害者手帳・療育手帳

を所持する方に、おむつを支給することにより、介護

者の労苦と経済的負担の軽減を図る。

・対象者　在宅で、要介護認定の要介護２以上の方又

　は身体障害者手帳１級・２級、療育手帳Ａを所持者

　で、常時おむつを必要と認められる方で世帯全員の

　前年中の合計所得金額の合計額が1,000万円未満

・おむつ引換券

お む つ 支 給 事 業　住民税非課税世帯　　　　月4,000円 82,428 111,901 長寿福祉課

・平成１８年度から対象者では、要支援以上から要介護

　２以上に変更。

高齢者となって身体機能が低下しても、在宅での生活

を可能とし、ねたきりとしないため、高齢者向けの住

宅整備の推進を図る。

・対象者   65歳以上の高齢者と同居の世帯（単身世

ねたきり防止等住宅           帯含む）(所得制限あり） 62,000 75,080 長寿福祉課

整 備 費 補 助 事 業・補助率   ２／３

概ね65歳以上の車イスの利用者等で、一般の交通機関

の利用が困難な人の居宅と在宅福祉サービスや介護

予防・生きがい活動支援事業を提供する場所、病院
などとの間を送迎する。

・委託先　富山市社会福祉協議会

移送サービス事業・対象者　概ね65歳以上の車イスの利用者等で、一般 6,601 10,541 長寿福祉課

　　　　　の交通機関の利用が困難な者

・利用者負担　　60分以内は600円、その後30分に

　　　　　　　　つき300円

高齢者が趣味活動等に自主参加し、余暇活動能力を

身につけることにより健康と生きがいを高める。

（１）創造コース（陶芸・七宝焼・籐細工・和紙工芸等）１０コース   

（２）趣味コース（編物・生花・民謡・大正琴・紙加工等）１３コース

シニアライフ講座（３）健康コース（気功・ウオーターウオーク等）４コース 19,058 25,605 長寿福祉課

１８年度から参加者負担金を増額

　・創造コース　3,500円から5,000円に変更

　・趣味・健康コース　　2,000円から3,500円に変更

＊老人福祉センター等で実施する講座は、老人福祉センター事業に移管

　世帯全員の前年中の合計所得金額の合計額が
　800万円未満は、月4,000円から月3,000円に変更

　世帯全員の前年中の合計所得金額の合計額が
　1,000万円未満　　　　　 月3,000円

　おむつ引換券では、住民税非課税世帯は月5,000円
  から月4,000円に変更



18年度 17年度

予算額 予算額
所　管事　業　名 概　　　　　　　　　　　　要

概ね65歳以上のひとり暮らし高齢者等で、家にとじこ

もりがちな方に、公民館等において、ボランティアの

いきいきクラブ事業協力を得て、生きがい活動や会食等のサービスを提供 8,273 9,073 長寿福祉課

し、孤独感の解消、とじこもりの防止等を図る。

・運　営　概ね月２回程度

・補助金交付先　富山市社会福祉協議会

公衆浴場において高齢者が休憩、団らん、交流ができ

る場所の整備や生きがいづくり活動などに補助し、

高齢者の交流、つどいの場の整備を推進する。

ぬくもりの湯サロン

事 業・施設整備補助 6,200 6,200 長寿福祉課

    補助限度額  １件  5,000千円 補助率1/2

・運営費補助

    補助限度額  １会場  120千円

　

高齢者等に、公衆浴場、公共の湯等の入浴利用

（補助）券を配布し、語らいの場の提供と身体の

ふれあい入浴事業健康増進を図る。

【富山地域】 133,694 174,190 長寿福祉課

・公衆浴場では、10月利用分より、100円の自己負担

・公共の湯（白樺ﾊｲﾂ等）では、4月利用分より、100円の自己負担

【大沢野地域】

・配布対象者　60歳以上から65歳以上に変更

在宅の要支援・要介護高齢者が外出の際に、家族の

運転する自家用自動車の乗降の手助けになる自動車の

改造に要する経費を助成し、外出支援と家族介護の

充実を図る。

介護支援仕様自動車 1,000 1,300 長寿福祉課

改 造 費 補 助 事 業  ・対象者  在宅の要支援・要介護高齢者又は高齢者

          と同居する家族

 ・補助率  １／２

 ・補助限度額  1件  １００千円

在宅の認知症高齢者・ねたきり高齢者等を常時介護す

る方に介護手当を支給し、労をねぎらうとともに

認知症・ねたきり高齢者福祉の向上を図る。

高齢者等介護手当・支給月額　　　１０，０００円 157,512 169,313 長寿福祉課

支 給 事 業・対象者　　    約１，３００人



18年度 17年度

予算額 予算額
所　管事　業　名 概　　　　　　　　　　　　要

介護保険の要介護認定で「自立」と認定された方の

うち、自立した生活のため何らかの援助が必要な

方に、介護予防・生活支援型福祉サービスを提供し、   

自立生活の継続と要介護状態への進行防止を図る。

①自立支援家事援助サービス事業

・対象者　ひとり暮らし高齢者などで、総合的に勘案

自 立 支 援　　　　　して、家事援助を必要とする方

サ ー ビ ス 事 業・事業費　 ３６，５５３千円 42,312 44,974 長寿福祉課

②自立支援デイサービス事業

・対象者　健康保持や閉じこもり防止の観点から、総

　　　　　合的に勘案して、デイサービス・デイケア

　　　　　を必要とする方

・事業費　５，７５９千円

在宅のひとり暮らし高齢者等に、自立した生活を

送っていただくために、ホームヘルプサービスの

対象とならない軽易な生活援助サービスを提供する。

・対象者　約８００人　　月１回

軽度生活援助事業・サービス内容 3,697 5,108 長寿福祉課

　　寝具類等の大物の洗濯、家周りの手入れ（草むし 　 　

　　り等）、軽微な家屋等の修繕、家屋内の整理整頓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

・委託先　シルバー人材センター等

在宅の要介護２以上の高齢者等を対象として、

タクシーを利用した移送サービスにより、病院へ

の通院等の外出支援や社会参加の促進を図る｡

・対象者

　　①在宅の要介護２以上の方

（ 新 規 事 業 ）　　②世帯全員の前年所得の合計額が１，０００万円未満

外 出 支 援・利用時間 30,339 長寿福祉課

タ ク シ ー 券 事 業　　全日 　 　

（おでかけタクシー券） ・利用料

　　利用者は３，５００円で購入したタクシー券で、

　　５，０００円分のタクシー利用ができる。

・利用範囲

　　富山市内及び隣接市町村で県内



18年度 17年度

予算額 予算額
所　管事　業　名 概　　　　　　　　　　　　要

特別養護老人ホームの建設に伴う施設整備に対して、

助成する。

特別養護老人ホーム①設 置 者　　社会福祉法人　幸恵会

建 設 助 成 事 業 費　施 設 名　　特別養護老人ホーム「晴風荘」 138,945 781,325 介護保険課

　設置場所　　水橋辻ヶ堂地内

　事業概要　　特養70床改築に伴う施設整備

（18年度、19年度２ヵ年継続事業）

社会福祉法人、ＮＰＯ法人等が、日常生活圏域を単位

として実施する地域密着型施設の整備に対し、助成す

る。

（ 新 規 事 業 ）①小規模多機能型居宅介護事業所

地域密着型サービス　・整 備 数　６カ所 140,064 介護保険課

等の拠点整備事業②認知症高齢者グループホーム

　・整 備 数　２カ所

③認知症対応型デイサービス

　・整 備 数　２カ所

身体や心の状態に応じた適切な介護予防サービス（

介 護 予 防 拠 点筋力向上や転倒予防、低栄養予防等）を提供する介

整 備 事 業護予防拠点施設を整備する法人に対して、助成する。 37,500 76,993 介護保険課

　・整 備 数　 ５カ所

パワーリハビリテーションを研究・試行的に実施

パ ワ ー リ ハ ビ リし、その効果を検証する。 6,472 21,565 介護保険課

テ ー シ ョ ン 事 業　・対 象 者　認知症、脳卒中、施設入所者　等

介護予防の一層の推進を図るため、富山市角川記念

（ 新 規 事 業 ）高齢者福祉事業基金を活用して、介護予防拠点施設

角川記念介護予防を整備するに当り、具体的方策を検討するための検 703 介護保険課

施 設 建 設 事 業討委員会を設け､基本方針を策定する。

（ 新 規 事 業 ）小規模で多機能な介護サービスを提供する事業者に併

介護あんしんアパー設した高齢者向けアパートの整備に対し、助成する。 20,000 介護保険課

ト整備モデル事業　・１８年度整備数　　２カ所

ＮＰＯ法人等が行う、富山型デイサービス施設の整備

（ 新 規 事 業 ）・充実に対して、助成する。

富山型デイサービス　・整 備 数（新設）　　１カ所 25,600 介護保険課

施 設 支 援 事 業　　　　　　（改修）　　４カ所

　　　　　　（整備）　　４カ所



18年度 17年度

予算額 予算額
所　管事　業　名 概　　　　　　　　　　　　要

現在実施している「地域児童健全育成事業」及び

「放課後児童健全育成事業」の実施基準に満たない

（ 新 規 事 業 ）利用人数や開催日数などの場合でも、地域住民やボ

地域ミニ放課後児童ランティア・NPO活動を行う組織・団体などが、地域 2,000 こども福祉課

ク ラ ブ 事 業において自主的な子どもの居場所づくりを推進する

「地域ミニ放課後児童クラブ事業」を行う場合に、

支援を行う。

放課後等の子ども達の居場所を確保し、健全な育成

を支援するため、小学校の余裕教室等の公共施設を

利用して、子ども達の自主的な遊びの場の提供を

行う。 　 　

地域児童健全育成　　・実施箇所　　５７箇所 127,907 70,935こども福祉課

事 業　　・実施時間　　小学校の放課後等から概ね５時

　　・開催日数　　年間２００日以上

放課後児童健全育成事業を実施する社会福祉法人等

に運営費の助成を行う。

・対象児童　保護者が労働等により昼間家庭にいない

　　　　　　小学校１年～３年に就学している児童 　 　

・運営形態及び実施箇所数

放 課 後 児 童 健 全

育 成 事 業 30,842 77,362こども福祉課

少子化対策の一環として、子育て家庭の経済的な負担

児童手当支給事業の軽減等を目的として児童手当を支給するもの。（所 2,707,510 2,010,680こども福祉課

得制限あり）

・対象児童　０歳から小学校修了まで

乳幼児の保護者に対し医療費を助成し、乳幼児の

乳 幼 児 医 療 費健やかな成長を図る。 953,840 958,237こども福祉課

助 成 事 業

妊産婦に対し医療費を助成し、疾病の早期発見と

妊 産 婦 医 療 費適切な医療の確保を図る。 70,543 70,528こども福祉課

助 成 事 業

実施箇所数 
地域 

18 年度 17 年度 

富山 ９ ８ 

大沢野 ２ 

大山 ３ 

八尾 ４ 

婦中 ４ 

細入 

地域児童

健全育成

事業に再

編 

２ 

計 ９ ２３ 

 



18年度 17年度

予算額 予算額
所　管事　業　名 概　　　　　　　　　　　　要

保護者の疾病等で養育が困難になった児童を児童養護

施設で一定の期間養育・保護する。

①短期入所生活援助(ｼｮｰﾄｽﾃｲ)事業 　 　

子 育 て 短 期 支 援・施設において７日以内の養育・保護を行う

事 業　（ルンビニ園、愛育園） 191 371こども福祉課

・対象　　２歳以上の児童

②夜間養護等(ﾄﾜｲﾗｲﾄ)事業

・施設において夜間等の保護・食事の提供を行う

　（ルンビニ園、愛育園）

・対象　　２歳以上の児童

母子家庭の生活安定と自立の促進、児童の福祉向上を

児 童 扶 養 手 当図るため、児童扶養手当を支給するもの。（所得制限

支 給 事 業あり） 1,075,896 1,022,438 こども福祉課

母子及び父子家庭等に対し医療費の助成を行い、生活

ひ と り 親 家 庭 等の安定並びに児童の健全な育成を図る。 248,683 265,517こども福祉課

医 療 費 助 成 事 業 17年度から所得制限を設けた。

母子家庭の母の就業を促進し、生活の安定と自立の

促進を図る。

母子家庭自立支援①自立支援給付金事業 15,563 12,044こども福祉課

事 業・自立支援教育訓練給付金

・高等技能訓練促進費

・常用雇用転換奨励金

②母子家庭等就業・自立支援センター事業

民 営 化 保 育 所平成19年4月から市立保育所3か所を民営化する

保 育 引 継 事 業ため、引受法人への保育の引継を行う。 4,376 16,255こども福祉課

・保育所調理室ドライシステム化工事　 24,000千円

・寒江保育所、池多保育所外壁等改修　　5,000千円

・民営化対象保育所改修工事（３ヶ所）　3,300千円

保育所施設整備事業・福島保育所駐車場整備　　　　　　　　4,000千円 53,266 122,656こども福祉課

・山田保育所トイレ改修工事　　　　　　5,000千円

・私立保育所の増改築等補助

　　　　　　　青い鳥保育園ほか2ヶ所　11,666千円

・調理室クーラー設置工事　　　　　　　　300千円



18年度 17年度

予算額 予算額
所　管事　業　名 概　　　　　　　　　　　　要

私立保育所等補助事業費(私立) ３６７，４４６千円

①延長保育事業　　　　　　　　　　 　　２６か所

②一時保育事業　　　　　 　　　　　　　２０か所

③休日保育事業　　　　　　 　　　　　　１３か所

④年度途中入所対応事業　　　　　　　　 ２６か所

⑤乳児保育促進事業　　　　　　　　　　 ２２か所

⑥地域活動事業　　　　　　　　　　　   ２２か所

⑦年末年始保育サービス事業　 　　　　　２１か所

特 別 保 育 事 業 等⑧乳児保育保健対策事業　　　　　　　　 １８か所 556,841 497,560こども福祉課

特別保育事業費（公立）　　　 １６４，２５６千円

①延長保育事業　　　　　　　　　　　　 ３３か所

②一時保育事業　　　　　 　　　　　　　１６か所

③地域活動事業　　　　　　 　　　　　　６１か所

親子サークル事業費等　　　　　１３，６３９千円

①親子サークル事業（公立）　　　　　   ２９か所

②地域子育て支援事業（私立）　　　　   ４７か所

乳幼児健康支援一時預かり事業　 １１，５００千円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ２か所

知的障害児通園施設において、必要な指導や訓練､

知 的 障 害 児 通 園相談、保護を行う。

施 設 運 営 事 業・実施施設 富山市恵光学園（定員30名他相互利用者6
名）

79,604 79,490 障害福祉課

・委託先　　社会福祉法人　富山市桜谷福祉会

在宅障害児に通園の場を設け、日常生活における基本

障 害 児 通 園動作の指導及び集団生活への適応訓練を行い、在宅障

（デイサービス）害児の福祉の向上を図る。 23,724 25,710 障害福祉課

事 業

在宅心身障害児を対象とした短期間入所事業を

障 害 児 短 期 入 所実施し、心身障害児の生活の質の向上・介護者の負担

事 業軽減、不安解消を図るなど心身障害児に対する地域 8,770 12,235 障害福祉課

療育機能の一層の充実を推進する。

在宅障害児（者）のライフステージに応じた地域生活

を支援するため、療育・相談体制の充実を図るととも

障 害 児 ( 者 ) 地 域に、各種福祉サービスの提供の援助・調整を行い、在

療 育 等 支 援 事 業宅障害児（者）及びその家族の福祉の向上を図る｡ 8,545 10,200 障害福祉課

・委託先　社会福祉法人　富山市桜谷福祉会

自閉症、アスペルガー症候群等の広汎性発達障害、学

（ 新 規 事 業 ）習障害、注意欠陥多動性障害等の発達障害を有する障

発 達 障 害 者 支 援害児（者）について、幼児期から成人期までの各ライ

体 制 整 備 事 業フステージに対応する一貫した支援体制の整備を図 5,600 障害福祉課

る。

・委託先　社会福祉法人　富山市桜谷福祉会



18年度 17年度

予算額 予算額
所　管事　業　名 概　　　　　　　　　　　　要

子育て支援及び児童の健全育成を推進をするため、

老朽化した婦中中央児童館及び、五福児童館の改築を

行う。

①婦中中央児童館

・延床面積　約７０８㎡

・児童健全育成室、子育て支援センター室、図書室・

　学習室、創作活動室、集会室、遊戯室、相談室、静

（ 新 規 事 業 ）　養室、事務室等

児童館（センター）　　　　○工事請負費　　　　 220,000千円 230,673 こども福祉課

施 設 整 備 費　　　　○設計監理委託料　　   5,111千円

　　　　○備品購入費　　　　     427千円

　　　　○電話･ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ移設費､他  586千円

②五福児童館

(五福公民館及び五福地区センターとの合築とする)

・延床面積　約４３０㎡

・子育て支援室、図書室、学習室、遊戯室、児童室、

　幼児室等

　　　　○設計委託料　　　　   4,549千円

生活困窮者に対し、その困窮に応じた保護を行い、

最低限度の生活を保障するとともに、その自立助長

生 活 保 護 事 業を図る。 2,813,604 2,386,279 社会福祉課

知 的 障 害 者 通 所 婦 中

更生施設整備事業 8,133 131,570 地域福祉課

青少年の非行防止のため関係行政機関団体が協働し

て、青少年の健全育成を推進する。

非行防止推進事業・任期　　　2年間(平成17年4月1日～平成19年3月31日） 4,029 3,814 少 年 指 導

・委員数　686人(民間　440・小中高校等　246） セ ン タ ー

・補導活動の種類　中央補導　地区別補導　特別補導

青少年を取り巻く地域環境懇談会

・年間５会場

青 少 年 健 全 育 成・参加者　各１００名 948 1,133 少 年 指 導

都市宣言推進事業巡回指導車による非行防止の啓発推進 セ ン タ ー

富山市補導委員連絡協議会運営補助

・会員数　民間補導委員　４４０名

・補助金額　４００千円

子育て支援センター運営費

子 育 て 支 援　育児サークルの育成支援や子育て相談の実施など、

セ ン タ ー 事 業 費　地域の子育て家庭に対し支援する。 23,166 23,962

　　子育て支援センター　　５か所

（ 新 規 事 業 ）富山市子育て支援センター（子育てほっとステーショ

24時間子育て相談ン）等で、２４時間子育て相談の電話対応を行い、子 7,500

電 話 対 応 事 業育て家庭への一層の支援を図る。

子育て支援
セ ン タ ー

子育て支援
セ ン タ ー

知的障害者の生活訓練を行うともに日中の活動の場と
なる通所型の更生施設を整備する。
（健康福祉ゾーン内　640㎡）



18年度 17年度

予算額 予算額
所　管事　業　名 概　　　　　　　　　　　　要

市民が安心して暮らせるよう、専門家による特別相談

を実施する。

　　法律相談（週２回）、行政相談（週１回）

　　なやみごと人権相談、行政書士相談（各月２回） 市 民 生 活

相 談 事 業　　国税相談、公証相談、登記・表示登記相談、建築 3,661 3,665 相 談 課

　　相談、サラ金相談（各月１回）、暴力に関する

　　困りごと相談（年４回）

 ・婦中総合行政センター　法律相談（各月１回）

行 政 苦 情市政に関する市民の苦情を、公正かつ中立的な立場で 市 民 生 活

オンブズマン事業簡易迅速に処理することにより、市民の権利利益の擁 3,144 3,205 相 談 課

護を図る。

「富山市人権啓発フェスティバル」を開催するなど 市 民 生 活

人権擁護啓発事業広く人権尊重思想の普及・啓発を図る。 3,817 3,707 相 談 課

 市、市民、事業者等が相互に協力して公共の場所の

美化を推進し、清潔で健全な生活環境の確保に努め

ま ち の 環 境 美 化る。

推 進 事 業・「美化推進デー」における美化活動　年４回 7,245 2,316 生活安全交通課

・「富山市まちの環境美化推進連絡協議会」の開催

・「ふるさと富山美化大作戦事業」

・落書き消し活動の実施と落書き消しへの支援（新規）

ボランティア情報インターネットを活用したボランティア情報の収集・ 男女参画・ボ

収 集 提 供 事 業提供事業の充実強化を図り、ボランティア活動支援の 517 785 ランティア課

環境づくりに努める。

災害時におけるボランティアの円滑な受入れや効果的

災害ボランティアな活動を図るため、「災害ボランティア活動指針」を 男女参画・ボ

ネットワーク事業踏まえ、平常時から研究会や防災訓練等を通じて防災 123 123 ランティア課

関係機関やＮＰＯ等による災害ボランティアネットワ

ークの構築を図る。

市が持っている行政情報等を積極的に提供するため、

市職員が市民の指定する場所へ出向き、「開かれた

市 役 所市役所」の実現や市民主体のまちづくりの推進を 男女参画・ボ

出 前 講 座 事 業図る。 486 513 ランティア課

平成１7年度　１１０講座

自分たちの地域の課題は、地域に住む住民自ら進んで

( 新 規 事 業 ）取り組むという市民主体のまちづくりの気運が年々高 男女参画・ボ

富山市公募提案型まりつつある。このような中、多様な市民の知恵と創 1,100 ランティア課

協 働 事 業意を生かして、市民と行政の協働によるまちづくりを

推進する事業を公募する。



18年度 17年度

予算額 予算額
所　管事　業　名 概　　　　　　　　　　　　要

家庭用品の修理や診断、正しい使い方の相談を実施し

「家庭用品の再利用」と「ものを大切にする」思想の

家 庭 用 品 再 利 用普及を図る。 消 費 生 活

推 進 事 業 712 851 セ ン タ ー

・開催回数 ６回

・開催場所（予定）①東部 ②八幡 ③堀川南 ④豊田

　　　　　　　　　⑤大山 ⑥八尾

多様化・複雑化する消費生活相談業務に対応するため

消 費 生 活 啓 発に、消費者からの消費生活に関するトラブルや苦情を 7,207 7,576 消 費 生 活

相 談 事 業処理する消費生活専門相談員を窓口に配置し、消費者 セ ン タ ー

保護の強化を図る。

子どもや高齢者を中心に交通安全教育を行うとともに

交通安全に関する普及啓発活動に努め、事故のない安

心安全なまちづくりを推進する。

・参加.体験.実践型交通安全教育事業

　　高齢社会対策大綱に基づきシルバーリーダーの養

　　成及び参加体験実践型交通安全教育を推進する。

・交通安全教室の全市における開催

    高齢者等交通安全教室           （１９８回）

交通安全啓発事業     幼児交通安全教室               （１８０回） 37,340 40,822 生活安全交通課

・交通安全アドバイザー活動の支援

　　高齢者宅を訪問しての交通安全指導

・違法駐車防止対策事業

　　中心市街地の重点地域における違法駐車防止活動

・高齢者免許自主返納支援事業（新規）

　　バス回数券等の支給による自主返納の支援

・子供の交通安全意識啓発事業(新規)

交通安全指導事業地域における交通ルールの普及と交通安全の指導を担 10,871 12,803 生活安全交通課

う､交通指導員の活動の充実を図る。

公共の場所への無秩序な自転車駐車を抑制し､都市機

能の維持と、良好な自転車走行環境の形成を図る。

放置自転車対策事業・富山駅周辺等の自転車放置禁止区域における放置自 23,118 22,071 生活安全交通課

　転車の移動指導及び撤去

・ＪＲ、地鉄駅等における自転車駐車場の管理

青年相互の出会い・交流と社会参画を促進するため、

青年自らが企画運営する事業として、独身青年男女が

青年男女の出会い出会える場を創出する事業を実施する。 700 1,591 男女参画・ボ

創 出 事 業・「出会い・ふれ愛・めぐり逢い」事業において男性セミ ランティア課

  ナー、交流パーティー等を実施

（開催数：年2回実施、参加予定者数：1回につき男女各50人程度）



18年度 17年度

予算額 予算額
所　管事　業　名 概　　　　　　　　　　　　要

次世代を担うフレッシュなリーダーを養成するため、

「青年元気塾」を開催し、新しい富山のまちづくりを

青年元気塾開催事業牽引する人材育成の場とする。 660 308 男女参画・ボ

・ゼミナール形式によるまちづくり研究 ランティア課

・ワークショップ・フィールドワーク

・企画会議によるまちづくりへの提案

・まちづくり企画書作成　など

男女共同参画社会の実現に向けて、施策の総合的な推

進を図る。

男 女 共 同 参 画・男女共同参画基本計画（男女共同参画プラン）の策定 2,615 2,209 男女参画・ボ

プ ラ ン 事 務  （平成17年度に実施した市民意識調査結果を基礎資料と ランティア課

 し、本市がめざすべき男女共同参画社会の実現に向けた

 目標の設定、達成するための施策の体系化等を行う。）

男女が個性と能力を十分に発揮することができる男女

共同参画社会の実現に向けた各種事業を実施する。

・男女共同参画に関する情報交流誌、小学生向け啓発

  冊子の発行

  （情報交流誌：あいのかぜ[年2回発行]、

男 女 共 同 参 画     啓発冊子：市内全小学校向け） 5,998 7,932 男女参画・ボ

プ ラ ン 推 進 事 業・富山市男女共同参画推進地域リーダー活動支援 ランティア課

  （地域リーダー：159人  地域リーダー連絡協議会へ事業委託）

・男女共同参画とやま市民フェスティバルの開催

  （富山市女性団体等連絡協議会へ事業委託、男女共同

    参画推進フォーラムを組み込む）

・男女共同参画に関する出前講座の開催
本市の男女共同参画のさらなる推進を図るため、平成

（ 新 規 事 業 ） 20年度に開催を予定している「日本女性会議」につい 男女参画・ボ

日 本 女 性 会 議て、富山らしさと魅力あふれた望ましい富山大会とな 5,079 ランティア課

開 催 事 業るよう計画的に諸準備を進める。


